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トランスミッションの取外／取
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１． エンジンアンダーカバーを取外し、トランスミッションオイルを抜取ります。 
２． 下図に示す手順で車輌よりトランスミッションを取外します。 
※ 取付／取外作業についての詳細は別途マツダ㈱発行の整備書をご参照ください。 
501001-2



  
  スポーツクラッチセットの取付け Ⅰ
注意 ●メインドライブギヤのスプライン部分に、肉やせやねじれ、その他損傷が無いか必ず確認してください。

尚、磨耗がひどい場合は新品のマツダ純正部品と交換してください。 
    ●スポーツクラッチの取付作業に入る前にエキセントリックシャフト後端に圧入されているニードルベアリング

（パイロットベアリング）およびオイルシールの磨耗や損傷を必ず確認し、磨耗や損傷がひどい場合は新品の

マツダ純正部品と交換してください。 
【取付要領】 
１， 純正クラッチカバー固定ボルトをスプリングの力がなくなるまで対角線に１回転ずつ緩めた後、すべてのクラッチカバ

ー取付ボルトを取外し、純正クラッチカバー、純正クラッチディスクを取外します。 
２， マツダ純正のＳＳＴ（49 0820 035）を使用してフライホイールロックナットを取外し、純正フライホイールを車輌より

取外します。 
※フライホイール取外し後、エキセントリックシャフトのオイル漏れを点検し、必要ならばオイルシールを交換してくださ

い。 
３， エキセントリックシャフトに純正のキーを取付けた後、エキセントリックシャフト上のキーに①カウンターウェイトのキー溝

を合わせ、カウンターウェイトをエキセントリックシャフトに取付けます。 
４， 図１を参照にロックナットの図示部に液状ガスケットシールＮＯ，５０（ＴＢ 

１２１５）相当品を塗布した後、ＳＳＴ（49 0820 035）を使用してロック 

ナットを締付けます。 （締付トルク：３９２－４９０Ｎ・ｍ） 

※ネジ部からはみ出した液状ガスケットシールが、パイロットベアリングに 
噛込まないようにきれいに取り除いてください。 

５． ②フライホイールを③リングギアボルトを使用してカウンターウェイトに取付 

けます。 （締付トルク：８３．３－９８．０Ｎ・ｍ） 

※フライホイール取付時、工場出荷時フライホイールに接着されている④コイルスプリングを紛失しないよう注意し

ながら作業を行ってください。 

６． 図２を参照にマツダ純正ＳＳＴ（49 SE01 310A）などを使用してクラッチディスクのセンター出しをしながら、フライホ

イールに⑤クラッチディスクＡＳＳＹ、⑥プレッシャープレート、⑦クラッチカバーＡＳＳＹを順に取付けます。 

※⑤クラッチディスクＡＳＳＹ、⑥プレッシャープレートは組付時方向性があります。不滅インキで“カバー側”と表示さ

れている面を必ずクラッチカバー側に向けて取付してください。 

 

。 

図２ 
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“カバー側”と表示されている面を必ずクラッチカバー側に向けて装着します



  
  スポーツクラッチセットの取付け Ⅱ
７．  ⑨ボルトのネジ部に中強度相当のネジロック剤（推奨品：ＬＯＣＫＴＩＴＥ２４２）を塗布し、⑧スプリングワッシャーを

介してクラッチカバーを仮締めします。 
８．  ⑨ボルトを対角線上で均等に徐々に規定トルクで締付けします。 （締付トルク：４４．１Ｎ・ｍ） 
９．  トランスミッションから純正レリーズベアリングを取外します。 
１０．メインドライブギヤのスプライン部をブラシなどできれいに清掃します。次にスプライン部全周にマツダ純正クラッチ

グリースを薄く塗布し、その後ウエスなどで塗布したグリースを軽く拭き取り、グリースがスプラインの溝部に残る程度

としてください。 
   注意：グリース量が多すぎるとエンジン始動時の遠心力でグリースが飛び散り、クラッチディスク摩擦面に付着した

場合クラッチの滑りや焼付きの原因になることがあります。十分にご注意ください。 
１１．⑩レリーズベアリングにマツダ純正クラッチグリースを塗布し、純正品と同様に組付けてください。その際、はみ出し

たグリースは必ず拭き取ってください。 

 

 
 トランスミッションの取付
１． 取外しと逆の手順でトランスミッションを車輌に組付けます。その際、エンジンとミッションはできるだけ平行な状態に

して、極力スムーズに組付けるよう心がけてください。無理な組付けは，クラッチディスクを曲げる原因となり、クラッ

チの切れ不良やジャダー発生などの不具合を引き起こす原因となります。十分にご注意ください。 

 

 
パワープラントフレームの取付
１．ミッションジャッキを使用して、トランスミッションとディファレンシャル

が水平になるように支えます。 
２． パワープラントフレームを車輌に装着します。 
３． 図１に示す番号順にナットを仮締めします。 
４． ナット①をパワープラントフレームがディファレンシャル締結面に着

座するまで締付けます。 
５． ヒートインシュレーター（P2-12）、エキゾーストマニホールドステー

（ P2-11 ） 、 キ ャ タ リ ス ト コ ン バ ー タ ー ～ メ イ ン サ イ レ ン サ ー

（P2-10）、フロントトンネルメンバー（P2-6）を取付けます。 
６． パワープラントフレーム前端（トランスミッション側）をミッションジャ

ッキ等持上げ、図２に示す“Ａ”寸法が標準値になるよう調整する。 

（標準値：４８．４ｍｍ～５６．４ｍｍ） 
※パワープラントフレームの持上げにミッションジャッキを使用しな

い場合は、首下５５ｍｍ以上のボルト（Ｍ１２×１．２５）を使用し、

図２に示すようにフロントトンネルメンバー下面からボルトを締込

み、パワープラントフレームを持上げる。 
７． 図３を参照にディファレンシャル側ナットおよびボルトを番号順に締

付けます。（規定トルク①②；１２６．０－１５４．０Ｎ・ｍ、③７４．５

－９３．２Ｎ・ｍ） 
８． 図４を参照にトランスミッション側のナットを番号順に締付けます。

（規定トルク①②；１２６．０－１５４．０Ｎ・ｍ） 
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  トランスミッション取付後の作業
１， レリーズシリンダーのストローク量を必ず確認してください（推奨ストローク値：１２．７ｍｍ）。もし異なる場合は、この

推奨値を目指し最大１３．２ｍｍを超えない範囲で、マツダ㈱発行の整備書を参照にストローク値の調整をします。 
ストローク値の調整が不完全の場合、切れ不良など不具合の原因となります。 
ストローク値確認前にクラッチフルードの交換およびエア抜き作業をされることをお勧めいたします。 

２， トランスミッションにトランスミッションオイルを注入します。 
推奨オイル：マツダ純正ロングライフギヤオイル ＡＰＩ ＧＬ－４ ＳＡＥ ７５Ｗ－９０ 
注入量：１．７５Ｌ （参考値） 
ドレーンプラグ締付トルク：２７－４８Ｎ・ｍ  フィラープラグ締付トルク：２７－４８Ｎ・ｍ 

３， エンジン暖機後走行テストを行い、下記の項目について点検します。 
１） 各シフトポジションにおいて異音がない。 
２） 変速時スムーズにシフト操作が行える。 
３） シフト後ギヤ抜けをおこさない。 
４） バックアップライトスイッチの作動が正常である。 

 
 
１， スポーツクラッチセット取付後は、必ず慣らし運転（市街地走行で５００ｋｍ程度）を行ってください。各摩擦面が全面

当たりしない状態で過酷な使用をすると部分的な焼き付きが生じ、クラッチの滑りやジャダー（微振動）の発生、寿命

の低下につながります場合があります。 
２， クラッチ取付当初と慣らし運転後では、発進時のクラッチのつながり方に変化でますが、メタルフェーシングの性質

と、各摩擦面が全面当たりしているためで異常ではありません。 
３， 製品の特性上純正クラッチに比べ踏力が重く発進操作が難しくなりますので、運転には十分な慣れが必要です。 
４， メタルフェーシングの性質上、発進時に若干の鳴きやジャダー（微振動）が出る場合がありますが、特に異常では

ありません。 
５， スポーツクラッチセットの構造上、クラッチを切っている時に特有のシャラシャラ音が発生することがありますが、異常

ではありません。 
６， メタルフェーシングの性質上、操作方法や使用環境によって、摩擦材の寿命が著しく低下することがあります。特に

ゼロ発進や半クラッチを多用する運転では、摩擦材の消耗が早くなることがあります。 
７， 製品の構造上、半クラッチを多用するとクラッチ内部が高温となり構造部品の膨張、変形などで切れ量が減少し、

一時的に切れが悪化することがあります。この場合は走行を中止し一度冷やしてから運転を再開してください。 
 
 
１． クラッチのレリーズベアリングは、当社指定の物が必要です。指定以外の物を使用されますとクラッチペダル踏力の

増加やクラッチの切れ不良、クラッチカバーダイヤフラムスプリングの破損等の原因となります。 
２． クラッチのオーバーホール時は、レリーズベアリングを必ず交換し、フライホイールやプレッシャープレートの平行度や

磨耗度を調べ、曲がりのある物や極端に磨り減っている物は必ず交換してください。また、クラッチカバーＡＳＳＹの

ダイヤフラムスプリングの劣化や損傷が見受けられる場合は、必ず同時に交換してください。このことを怠ると、使用

上不具合が生じたり、製品本来の性能が得られない場合があります。 

オーバーホール時のご注意 

ご使用上の注意 
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